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所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

上前原遺跡 集落・古墳 縄文

古墳

中世

住居２

古墳１

溝１

縄文土器・石器

古墳土師器・須恵器・

鉄刀・鉄鏃・刀子・金

銅製耳環

中世磁器

要 約

今回の調査面積は、約250㎡で、調査区内からは、縄文時代中期後半の住居跡２軒と、古墳

時代終末期の古墳１基、中世の溝跡１が確認されている。

縄文時代住居跡は、中期加曾利Ｅ式期に属するもので、拠点的集落の西端部にあたるもの

と推測される。

古墳墳丘は耕作によりほとんどが削平されており、出土遺物は全体的に少ない。石室は、

平面胴張型河原石積で、石室内より大刀１・金銅製耳環１等が、前庭部より土師器の短頸壷

１が出土している。




